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演者のプロフィール
・薬学（4年）
東京薬科大学学士

・医学（2年）
筑波大学大学院医科学修士

・薬学（12年）
藤沢薬品探索研究所
薬学博士（動脈硬化の研究）

・薬学と医学（10年）
藤沢薬品＋アステラス製薬
開発本部（臨床開発PJリーダー）

西洋医学28年

NPO活動3年

予防
自分の健康は自分で守る
治療・療養・養生
自分の健康は自分で取り戻す

薬は病気で治療できる

・NPO活動（3年）
正常分子栄養学
心理学
メディカルハーバルセラピスト
がん統合医療コーディネーター
ラポールの会
（がん体験者とその家族の会）

病気を癒す力は生まれた時から
自分自身が持っている



（日本）

死亡者の３割

合わせて３割

生活の乱れ ⇒ 代謝 免疫 活性酸素

心の乱れ⇒ 上記＋遺伝子の乱れ

大乱

中乱



2015年2006年

2人に1人 3人に2人

3人に1人 2人に1人

がんに
かかる割合

がんで
死亡する割合

「がん対策基本法の意義とがん医療の在り方」 参議院厚生労働調査室 小林仁 （２００６）



25.4倍脳梗塞

9.2倍心不全

5.8倍乳がん

8.9倍大腸がん

42.8倍肺がん

75.3倍前立腺がん

病気

（罹患率）

6.5倍油脂類

19.7倍乳・乳製品

9.3倍肉

食生活

（摂取量）

1950年と今日との比較

日本の食生活と病気の変遷

ストレス ？倍



がんは自然からのメッセージ

• なぜ越前クラゲは大発生しているか？
・自然をこれ以上よごさないで
・自然とうまく共生しなさい

• 自然からかけ離れた生き方・暮らし方を改めなさい！
・年間８ｋｇ、8000種類もの合成化合物を摂食
・エコナ事件、トランス脂肪酸
・年間3万人もの自殺者
・小中高校生の暴力事件が年間6万件

• あまりにも薬偏重の医学を見直しなさい！
・What（何で）How（どのように）からWhy（なぜ）へ
・もっと内なる自然（治癒力）に目を向けるべき
・栄養と心への働きかけに目を向けるべき




